






その他のタイトル Dynamic State of Pitch Pattern and



































れてきた（小林 1933; 石垣 1965; 天沼 1974; 泉 1976; Waida 1984; 大坪 1989 / 
































　　（1） グサ ｛グサッと，グサリと ／ * グサンと｝
 ビリ ｛ビリッと，ビリリと ／ * ビリンと｝
 スラ ｛スラッと，スラリと ／ * スランと｝
 ボケ ｛ボケッと ／ * ボケリと，* ボケンと｝
 モヤ ｛モヤッと ／ * モヤリと，* モヤンと｝
 スカ ｛スカッと ／ * スカリと，* スカンと｝
この点についてやや詳しく述べておくことにしたい。那須（2007）は，











促音語尾 207 / 230 （90.0%）
撥音語尾  98 / 230 （42.6%）

















　　（2） a. バタ’リ ba(ta’ri)#
 b. バタ’ン ba(ta’N)#




　　（3） Rh-Type=T ＞ Align-R{σ’, PrWd} ＞ Dep-IO-μ
 a. Rh-Type=T Feet have initial prominence.
表 2　一種類の語尾としか共起しない語根の数
語尾 語根の数 （割合）
促音語尾 59 / 230 （25.7%）
撥音語尾 18 / 230 （ 7.8%）
リ語尾　  4 / 230 （ 1.7%）
ピッチ動態からみたオノマトペ語末促音の性格
 b. Align-R  Every accented syllable stands in ﬁnal position 
of a PrWd.
 c. Dep-μ Output moras have input correspondents.
　　（4） a. バタ’リ（と）
/bata+ri-to/ Rh-Type=T Align-R Dep-μ
 i. ba.(ta’.ri.)-to *
ii. (ba’.ta.) ri.-to **!
iii. (ba.ta’.) ri.-to *! *
iv. ba.(ta.ri’.)-to *!
 b. バタ’ン（と）










/bata-to/ Rh-Type=T Align-R Dep-μ


















































   ビリッ，デレッ，ガラッ，ボロッ，ブルッ，ベロッ，グリッ，ベ
リッ，ガリッ，ゴリッ，ギラッ，ジロッ，グラッ，ゴロッ
 b. 無語尾形













　本研究ではまず，各調査語における V1・V2 区間での F0 平均値を測定し，
両者の差（V2 － V1 差）を求めたうえで，その値を促音形と無語尾形とで比






と無語尾形における V2 － V1 差の値が近似していた様子が見て取れる。
　表 3 は，19 名の話者の発話から得られた V2 － V1 差の値を各語について平
均したものである。いずれの語根においても，また促音形であろうと無語尾
形であろうと，V2 － V1 差はすべてプラスの数値となっている。このことは，
V1 よりも V2 のほうが高い F0 値を示したことを，すなわち促音形・無語尾形
のいずれであっても上昇調のピッチで発音されていたことを意味している。
図 1　語根別の V2 － V1 差の分布




















V2 － V1 差の値の大きさはどちらか一方の語形に偏ることはなく，語根によ
り促音形のほうが大きな値を示したものもあれば（gara など），その逆の場合








V2 での F0 最大値から V1 での F0 最小値を差し引いた値を求める（①）。次に









図 2　語根別の F0 傾斜量の分布
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に，V1・V2 での F0 平均値の差（V2 － V1 差）に関して，促音形と無語尾形







































































(7) a. 来た b. 切った
σ σ σ σ
μ μ μ μi μ





















天沼 1974; 泉 1976; Waida 1984; 大坪 1989 / 2006; 南部 1992; 田守・スコウ










 b. bata + Q










 b. bata + to
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実験ではこれと同様の語対を 14 項目（合計 28 語）用意した。ただし本文でも述べ
たとおり，実験ではこれらをペアとして被験者に示すのではなく，まったくランダ
ムな順序で提示した。
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